
令和８年度 第１回 浜松市立西都台小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

1. 開 催 日 時 令和８年４月２３日（木）午後１時１０分～午後３時１０分 

2. 開 催 場 所 西都台小学校 ２階 研修室 

3. 出 席 委 員 田澤健司、池谷智晴、髙部信男、山下富雄、坂下奈生子、吉野好永、中澤正文、 

       榊原愛 

4. 欠 席 委 員 横原広明、松下正行 

5. オブザーバー 野嶋俊之（入野協働センター所長） 

6. 学 校 小嶋澄華（校長）、山内剛治（教頭）、大木賢志（教務主任）、 

山本洋介（ＣＳ担当教職員）、和久田里恵（ＣＳディレクター） 

7. 傍 聴 者 なし 

8. 会議録作成者 ＣＳディレクター 和久田里恵 

9. 議長の選出  

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、池谷委員から田澤会長を推挙する旨

の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

10. 協 議 事 項  

（１）令和８年度学校運営の基本方針について 

（２）夢育やらまいかＣＳ加算分について 

11. 会 議 記 録  

司会の山内から、委員総数の１０人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

（１）令和８年度学校運営の基本方針について 

校長から別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員からは以下の発言があっ

た。 

○ 小さい頃から話し合いをすることは大切で、いろいろな意見が出る中で、互いに折り合いをつけ、

協調できるところを子供たちの力で探していけるといい。話し合いを続けることで、自分の意見を

客観視することもできると聞いたことがある。（山下委員） 

⇒通常の授業でも話し合いをする機会はある。本校で特に力を入れている学級活動や学級会では、

いろいろな意見が出る中で、多数決になりがちなところを、子供たちで話し合って、時には譲る等

して、みんなで１つのことに決めていくことができている。子供たちが課題を自分事と捉えること

ができる場が学級会であり、今後も続けていきたい。（校長） 

○ 先生以外の大人と接し、そこで子供たちが認められる機会があるといいと思う。カリキュラムの中

で、先生以外の大人と接する機会はあるのか。（中澤委員） 

⇒普段から、ボランティアさん、学習支援員さん、読み聞かせボランティアさんなど、たくさんの

方にサポートしていただいていて、教師とは違う見方、関わり方をして下さり、子供たちに良い影

響を与えていただいている。また、学習講座では、専門家の話を伺い、教師も子供たちと一緒に、

違う世界を学ぶことができている。（校長） 

○ ボランティア側にも良い効果があると思う。相互に効果があることが大事。（田澤委員） 

○ 先生やボランティアさん等には挨拶ができるけど、知らない人にはできない子もいる。時代が難し

くしているところもあると思うが、誰にでも挨拶できる学校でありたい。（榊原委員） 

○ 大人が諦めず挨拶をし続けることに意味があり、だんだん挨拶をしてくれることもある。 

（田澤委員） 



○ 挨拶など最低限の礼儀は家庭での親の声掛けも大事であり、家庭が子供が帰って安心する場所であ

ってほしい。（吉野委員） 

○ 民生委員の方々が、たけのこ掘りのボランティアを通して、子供たちと話をして触れ合うことがで

き、とても楽しく元気をもらえたと話していた。（吉野委員） 

○ 学校教育目標は「なりたい自分を目指し、やりたいことを見つけ、ともに挑戦し続ける子」だが、

将来なりたい自分をただ見つけなさいではなく、どんな道があって、それに向かってどんな努力を

していくか、先生も子供と一緒に考えてあげてほしい。（池谷委員） 

○ 形だけでなく、相手の思いを考えて「聴く」学級会を充実させてほしい。（池谷委員） 

○ 志都呂東公園で子供たちとともに砂を運ぶ作業を行うことがあり、関係が深まったことで、挨拶が

より心のこもったものになった。（髙部委員） 

○ 学校教育目標は主に大人の側が心掛けることであり、結果として、子供が自然にできるような環境

を整えてあげられたらと思う。（田澤委員） 

 

（２）夢育やらまいかＣＳ加算分について 

教頭から夢育やらまいかＣＳ加算分について説明があり、委員からは以下の発言があった。 

○ 地域在住の方に講師を依頼するとあるが、具体的に決まっているのか。（坂下委員） 

⇒講師については、どんな人材がどれくらいいるのかまだ分かっていない。これから探していく。

あとは、地域にある施設としてイオンをうまく学習に組み込むことができないか、イオンの方と話

し合っている。（教頭） 

○ 自治会長さんや協働センターの方もいるので、この運営協議会にて具体的にどんな人材がいるか、

情報をあげていければと思う。（坂下委員） 

○ 運営協議会の本年度の目標の１つ目「竹っ子サポーターの拡大」について、教育活動のサポートに

参加できる人を探していきたい。２つ目「地域の特色や文化、歴史に触れる学習への支援の充実」

については、早速、次回の協議会にて、各委員が具体案を１つずつ持ち寄り、検討したい。 

（田澤委員） 

 

その他報告事項 

（令和８年度いじめ防止基本方針について 校長より） 

○ いじめ防止基本方針について、別紙にて説明。 

○ ＨＰにも掲載。 

（学校支援コーディネーター 坂下さんより） 

○ 現在、竹っ子サポーターとして約３０人の方に登録していただいている。 

○ １年生の給食のサポートに入ったときに、まだ学校が始まり２週間ほどなのに担任の先生と子供た

ちの信頼関係ができているなと感じた。先生が子供一人一人に目を配ることができる時間が増える

ようなお手伝いができたらと思った。そして、子供たちが大好きな先生にたくさん褒めてもらえる

ようにしたい。 

（入野協働センター 野嶋所長より） 

○ ３月完成予定だった「ふるさと愛称標識マップ」だが、もう少しかかりそうで５月には完成できる

と思う。校外学習など是非活用してほしい。 

 

 司会から、次回会議は、令和８年７月２７日（月）午後１時３０分から西都台小学校２階研修室で、

開催する旨の報告があった。 


